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人の悲嘆、傷み、喪失を、〈三位一体の神〉から語りかける。
牧師である著者自ら体験した、愛する者（妻）との別れ、傷み、悲しみ。それらを通して、人の〈愛着と喪失〉の心
理学的理論を、〈三位一体の神〉における愛と交わりの真理への架け橋としてつなげていく壮大な神学的アプローチ。
我々は、悲嘆を克服しない。悲嘆は決して我々を離れない。悲嘆をもたらした喪失感は、いつもそこに—すぐそこに—、存在して
いる。そしてその傷は、最も予想しない時に、新しい裂け目として現れやすい。悲しむ人がその悲しみをそのまま悲しみ、また、悲
しむ人を全ての慰め主である神の慰めへと導き、そして、その人が心の準備ができているなら、悲しみが新しい息吹を得て、それ
がほどける変化へと導かれることを願う。（本書より）
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